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ランドセル選び 

― 子供の願いと大人の願い ― 

校長 米津 英郎 

 令和５年２月、あるランドセルメーカーがYouTubeに動画(４分46秒)を投稿しました。その内容

は、一人でランドセルを選んでいる子供の様子を、別室にいる保護者がモニターで観察している

というものでした。概要を紹介します。 

【場面１】一人でランドセルを選ぶ子供 

ランドセルが棚に陳列してある店内を子供が一人でゆっくりと歩きながらランドセルを選んでい

ます。その姿を保護者がモニターで観察しています。保護者は、子供が選ぶであろうランドセルの

色を予想したり、子供に選んでほしいランドセルについて語ったりしています。しばらくして、

子供が選んだランドセルは、保護者が予想したとおりのものでした。保護者は、自分たちの予想

が当たり喜んでいます。 

【場面２】しかし、真実は…… 

店のスタッフがある真実を手紙で保護者に伝えます。その真実とは……。 

・選んでもらったのは、自分が使いたいランドセルではありません。 

・保護者の方が選んでほしそうだと思うランドセルを選んでもらいました。 

手紙を読み、真実を知った保護者は驚きます。 

【場面３】２回目のランドセル選び 

２回目は、自分が使いたいランドセルを選びます。１回目とは異なり、早足で歩き、自分が欲

しいランドセルを素早く決めます。１回目にピンク色のランドセルを選んだ子供は水色を選び、黒

色を選んだ子供はピンク色を選びました。ほとんどの子供が、１回目に選んだランドセルとは異

なるランドセルを選んでいました。 

 

この動画を観て「子供は、保護者(大人）の願いをよく理解している」「子供の願いは保護者(大

人)と同じではない」ということを再認識させられました。 

私たち教職員は、この動画に出演されていた保護者を自分たちの立場に置き換えて捉え、子供

の願いと自分たちの願いの距離をさらに近づける工夫をしていきます。   

今月も学校教育目標「自分事として学び、共に活動する子」の育成に向けて取り組んでいきたい

と思います。ご理解とご協力をお願い致します。 


